
地域教育情報誌 第９３号                平成２５年（２０１３年） ３月１４日（木）

◎ 回覧・配付をお願いします。増し刷り配付はご自由にどうぞ。山梨県庁のホームページでも掲載中です。 

http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoikuhttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoikuhttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoikuhttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyoiku----hym/index.htmlhym/index.htmlhym/index.htmlhym/index.html 

◎ ご意見・ご感想、情報提供はこちらまで。 EmailEmailEmailEmail    : : : : hirayamahirayamahirayamahirayama----atxj@pref.yamanashi.lg.jpatxj@pref.yamanashi.lg.jpatxj@pref.yamanashi.lg.jpatxj@pref.yamanashi.lg.jp    

                                    

「「「「子子子子どもにどもにどもにどもに教教教教えたいえたいえたいえたい 3333 つのつのつのつの力力力力」」」」    

    将来、子どもたちに必要な力とは「生きる力」で

はないでしょうか。子どもたちは、さまざまな体験

を通して社会的スキルを身につけ、生きる力を高め

ながら自立していきます。 

生きる力を持った子どもを育てるのに、子どもに

教えたいこととして、菅原 裕子氏（NPO 法人ハ

ートフルコミュニケーション代表理事）は「「「「愛愛愛愛するするするする

ことことことこと」「」「」「」「責任責任責任責任」「」「」「」「人人人人のののの役役役役にににに立立立立つつつつ喜喜喜喜びびびび」」」」３つのポイン

トをあげています。  

 

１１１１「「「「愛愛愛愛することすることすることすること」」」」＝＝＝＝自己肯定感自己肯定感自己肯定感自己肯定感    

子どもをあるがまま受け入れることです。そして、

プラスの言葉をたくさんかけてあげること。この無

条件の愛情が「自分のことが好き」「自分を、人を

大事にしたい」という気持ちを育みます。 

 

２２２２「「「「責任責任責任責任」」」」    

責任とは、英語でResponsibility、Response

（反応する）＋Ability（能力）、反応する能力を言

います。 

 子どもに教えたい責任とは、日常のさまざまな事

象や刺激に対して、自分で反応することです。 

そのためには、子どもの仕事をとりあげないことで

す。  

例えば、学校の支度を親が子どもの代わりにする。

忘れ物をして不快を感じた時、子どもは親のせいに

します。でも、自分が用意して忘れて不快を感じた

としたら、次回から忘れないように自分で注意し、

親のせいにしたりしません。 

本来子どもがやるべきことを親が変わってやっ

ては、子どもの反応する能力＝生きる力は身につき

ません。 

 「飢えている人がいたら魚を釣ってあげますか？

それとも魚の釣り方を教えますか？」という有名な

質問があります。 

 飢えている人に魚を

釣ってあげるのは親切

で尊い行為です。でも

ずっと魚を釣り続けて

あげたら、自分で解決

することなく、常に人

に依存して生きていくことになります。魚を釣る体

験や問題解決の経験を奪ってしまいます。 

親が良かれと思ってしている行為、親の愛の行動

が、無気力な子どもを育ててしまいます。子どもの

成長に合わせて、親がヘルプからサポートする側へ

と変化する柔軟性をもつ必要があります。 

    

3333「「「「人人人人のののの役役役役にににに立立立立つつつつ喜喜喜喜びびびび」」」」    

「子どもはほめて育てよ」という考えがあります

が、この場合、子どもに「ほめられたいからやる」

「ほめる人がいないからやらない」といった条件つ

きの愛を与えることになってしまう危険がありま

す。 

 人の役に立つ喜びを教えるには、家のお手伝いを

して、まず親の役にたってもらうことからはじめる

のがいいでしょう。 

この時のポイントとなるのが、子どもを「いい子

ね」とほめるのではなく、「ありがとう」「助かった

よ」と感謝、喜びを伝えることです。 

人は本来、人に役立ちたいと願っています。自分

の存在をもって人の役に立つことができるのはう

れしいことなのです。 

 人の役に立つ喜びを知っている子どもは、親切で

優しい人に育つそうです。 

            

「子どもの心のコーチング」より 菅原 裕子著 出版 リヨン社

峡峡峡峡    東東東東    教教教教    育育育育    事事事事    務務務務    所所所所    

地域教育支援地域教育支援地域教育支援地域教育支援スタッスタッスタッスタッフフフフ    

T E L  0 5 5 3 - 2 0 - 2 7 3 1 

F A X  0 5 5 3 - 2 0 - 2 7 3 3 



 

～～～～    県立産業技術短期大学校県立産業技術短期大学校県立産業技術短期大学校県立産業技術短期大学校    ～～～～    

    
    

電子技術科では、学生が卒業研究としてロボット製作等に取り組

んでおり、その成果を発揮すべく、競技大会に出場しています。 

そのうち、昨年の１１月２４日、アイメッセ

山梨（甲府市）において開催された「ロボコン

やまなし２０１２」の「自律型ゴルフロボット

競技」と「ソーラーカー競技」の２部門に出場

しました。 

人間のゴルフと同じようにロボットが ホールにボールを入れるまでの打数を競

う「自律型ゴルフロボット競技」部門では、残念ながら入賞を果たすことができませ

んでしたが、「ソーラーカー競技」部門では、本校から出場したソーラーカーが優勝、

準優勝となりました。 

大会出場を通じてこれまでに学んできた知識や技術を応用し、創意工夫しながらも

のづくりを行ったことで、実践的な技術・技能をさらに向上することができました。 

 

 

 

 

 2月13日、塩山高等学校において、金融教育

公開研究会が行われました。 

「日米のディズニーで学んだ感動のサービ

ス」について加賀屋 克美氏（有限会社 加賀屋

感動ストアーマネージメント 代表取締役）の講

演がありました。また、「地歴・公民科」「家庭

科」「商業科」「総合的な学習の時間」の学習に、

金融を取り入れた授業を公開しました。 

３年生の商業技術の授業では、金利の知識や金利計算について実践的な授業が展開されていました。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

塩山高校 金融教育公開研究会 

山梨市山梨市山梨市山梨市ではではではでは、、、、発達障害児支援発達障害児支援発達障害児支援発達障害児支援にににに関関関関するするするする山梨市関係者山梨市関係者山梨市関係者山梨市関係者によるワーキンググループをによるワーキンググループをによるワーキンググループをによるワーキンググループを    

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度にににに起起起起ちちちち上上上上げましたげましたげましたげました。。。。学校教育課学校教育課学校教育課学校教育課・・・・福祉事務所福祉事務所福祉事務所福祉事務所・・・・健康増進課健康増進課健康増進課健康増進課のののの職員職員職員職員がががが中中中中    

心心心心となりとなりとなりとなり、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの立場立場立場立場のののの課題課題課題課題をををを共有共有共有共有しししし、、、、研修会等研修会等研修会等研修会等をををを行行行行っていますっていますっていますっています。。。。    

2222月月月月14141414日日日日、、、、山梨市役所山梨市役所山梨市役所山梨市役所でででで行行行行われたわれたわれたわれた研修会研修会研修会研修会ではではではでは、、、、山梨大学大山梨大学大山梨大学大山梨大学大学院教授学院教授学院教授学院教授のののの相原正男先相原正男先相原正男先相原正男先    

生生生生からからからから、、、、IQIQIQIQではではではでは評価評価評価評価できないできないできないできない発達障害発達障害発達障害発達障害のののの増加増加増加増加、、、、進学進学進学進学やややや就労就労就労就労においてのにおいてのにおいてのにおいての課題課題課題課題などなどなどなど、、、、    

「「「「発達障害児発達障害児発達障害児発達障害児のののの支援支援支援支援」」」」についてについてについてについて講義講義講義講義をいただきましたをいただきましたをいただきましたをいただきました。。。。    

またまたまたまた、、、、障害児支援障害児支援障害児支援障害児支援のためののためののためののための福祉制度福祉制度福祉制度福祉制度についてについてについてについて福祉事務所福祉事務所福祉事務所福祉事務所    障害福祉担当者障害福祉担当者障害福祉担当者障害福祉担当者    

のののの説明説明説明説明やややや、、、、各支援施設各支援施設各支援施設各支援施設、、、、コーディネーターからコーディネーターからコーディネーターからコーディネーターから活動活動活動活動のののの様子様子様子様子がががが紹介紹介紹介紹介されましたされましたされましたされました。。。。    

心身心身心身心身のののの発達発達発達発達につまずきをもつにつまずきをもつにつまずきをもつにつまずきをもつ子子子子どもやどもやどもやどもや保護者保護者保護者保護者のののの立場立場立場立場にににに立立立立ちちちち、、、、どのようにどのようにどのようにどのように関関関関    

わっていけるかわっていけるかわっていけるかわっていけるか、、、、どのようなどのようなどのようなどのような対応対応対応対応がががが必要必要必要必要かかかか、、、、スムーズなスムーズなスムーズなスムーズな支援支援支援支援のためにワーのためにワーのためにワーのためにワー    

キンググループをキンググループをキンググループをキンググループを中心中心中心中心にににに今後今後今後今後もももも研修会研修会研修会研修会がががが行行行行われるわれるわれるわれる予定予定予定予定ですですですです。。。。    

 



 

  本校は幼稚部・小学部・中学部・高等部の４つの学部と支援教育部からなる、県下で唯一の聴覚障害教育

専門の学校です。支援教育部では、早期教育と通級による指導及び教育相談を行っています。また、寄宿

舎もあります。 

  本校は今年、創立９０年を迎えました。平成２４年１１月１５日（木）には、｢創立９０周年記念式典｣

が行われましたが、その記念行事と『交流及び共同学習』の様子を紹介させていただきます。 

     

★★★★    記念行事記念行事記念行事記念行事    ★★★★  幼児幼児幼児幼児・・・・児童児童児童児童・・・・生徒生徒生徒生徒によるによるによるによる太鼓太鼓太鼓太鼓のののの発表発表発表発表  

 ｢薔薇色の音｣ 作詞・作曲 天野 宣  

                   
 

 

 

 

 

 

 

｢薔薇色の音｣は、天野 宣先生が、本校の子どもたちに作曲してくださいました。一人一人 が自分のパ

ートのリズムを覚え、拍を意識しながら目と耳と頭で互いのリズムをきき合い、音を編んで曲を創り上げ

ていきました。 

 大自然の中に建つ本校をイメージして・・・という作曲者の意図は、感受性豊かな子どもたちによる笛

吹川の石で表現されました。演奏後、来賓の方々から、たくさんの拍手をいただきました。  

   

★★★★    交流及交流及交流及交流及びびびび共同学習共同学習共同学習共同学習からからからから    ★★★★        

        中学部：春日居中学校           小学部：山梨小学校   

        強歩大会                 山小ふれあい祭り 

    

 

 

 

 

 

 

毎年参加している強歩大会では、同年代         お化け屋敷を出店したり、ゲームを  

の仲間と同じ目標に向かって、仲間と競い       通して山梨小の児童と楽しく活動しま   

合い、自己と闘うよい機会になっています。     した。  

 

 

山梨県立山梨県立山梨県立山梨県立ろうろうろうろう学校学校学校学校 
 

  昭和３６年校旗樹立                                                        校章 「やまなし」の花 

 

 



 
一一一一年年年年間間間間、、、、ごごごご愛読愛読愛読愛読いただきいただきいただきいただき、、、、ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。 

    

    

本年度本年度本年度本年度、、、、地域教育推進業務地域教育推進業務地域教育推進業務地域教育推進業務としてとしてとしてとして次次次次のようなものがありましたのようなものがありましたのようなものがありましたのようなものがありました。。。。    

①峡東地域教育推進連絡協議会の運営 

②地域の子育ての支援の推進、子育て講演会の開催 

③家庭教育推進 

④保幼、小、中、高、特支、大学の連携推進 

⑤成人教育の推進（ことぶき勧学院等） 

⑥青少年教育の推進（やまなし少年海洋道中等）・新しい学校づくり人づくり 

⑦地域教育情報誌「エリアウェッブ」の発行 

これらの業務のうち主なものをあげながら、1 年間を振り返ってみたいと思います。 

◆◆◆◆    峡東地域教育推進連絡協議会峡東地域教育推進連絡協議会峡東地域教育推進連絡協議会峡東地域教育推進連絡協議会のののの運営運営運営運営    

・総会 平成24 年6 月28 日 参加者５２名 （山梨市民会館） 

 平成23 年度事業報告、平成24 年度役員選出・事業計画」について承認。 

・実務者会 平成２５年度1 月１７日 （東山梨合同庁舎内） 

 平成 24 年度の活動経過報告に基づき次年度への意見交換を行いました。来年度へ向けて、「3 市の教育状況

の情報交換の場としたい」「災害・いじめ・体罰など現状の課題に即した内容を」「教職員自身が元気の出る内容

を」などの要望が出されました。 

◆◆◆◆    子育子育子育子育てててて講演会講演会講演会講演会・・・・連携連携連携連携セミナーのセミナーのセミナーのセミナーの開催開催開催開催    

    

    

    

    

    

      

      

        

     

    

 

� 地域住民地域住民地域住民地域住民によるによるによるによる学校支援体制学校支援体制学校支援体制学校支援体制・・・・放課後等放課後等放課後等放課後等のののの子子子子どもどもどもども

たたたたちのちのちのちの体験体験体験体験・・・・交流活動交流活動交流活動交流活動のののの場場場場づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進 

平成22 年度に「学校支援地域本部事業」は終了し

ましたが、山梨市・甲州市では、学校の要請に応じて

学習活動支援・環境美化・登下校の安全指導・部活動

支援などボランティアの方々が活動しています。 

 「放課後子どもプラン推進事業」では、笛吹市の富

士見小と石和西小で放課後に、ＮＰＯ法人学びの広場

ふえふきが、学習活動支援や様々な体験教室などを、

学生ボランティアを活用したりしながら行いました。 

 山梨市では、後屋敷小の定期的な活動と、年3 回の

コズミックカレッジ（科学の学び）を実施しました。  

� 地域地域地域地域のののの子育子育子育子育てててて支援推進支援推進支援推進支援推進    

「子育て支援リーダー養成講座」では、子育て支

援に関わる課題について臨床的に解決し、ワークシ

ョップ形式を用いた研修を行いました。子育て支援

リーダーとして、地域ぐるみの子育てを実現できる

よう今後も支援していきたいと思います。 

� ことぶきことぶきことぶきことぶき勧学院勧学院勧学院勧学院    

「学びたい」という意欲をもった６０歳以上の

方々が、東八代・東山梨学園・峡東教室に集まり、

身近な問題から現代的な課題､歴史､芸術など多様な

内容を学びました。その他に、勧学院祭､小中高校生

との交流や家庭科支援､研修旅行がありました。        

� 地域教育情報誌地域教育情報誌地域教育情報誌地域教育情報誌「「「「エリアウェッブエリアウェッブエリアウェッブエリアウェッブ」」」」のののの発行発行発行発行    

年間で８回発行し、管内の保幼・小・中・高・特・

大、教育関係機関、県庁関係課等へ配布しました。

今年度は思うように取材に行くことが出来ず、地域

や取り上げた機関に偏りが出てしまったことをお詫

び申し上げます。今後も情報誌を発行していきます

ので、子育て支援の様子や各園・所・学校の活動の

様子、地域での取り組みなど多方面からの情報をお

寄せ頂ければ幸いです。                        

子育子育子育子育てててて講演会講演会講演会講演会    

平成24 年6 月28 日（木） 

山梨市民会館 

「「「「子子子子どもとのどもとのどもとのどもとの絆絆絆絆づくりづくりづくりづくり」」」」    

～～～～ 親 子 関 係親 子 関 係親 子 関 係親 子 関 係 の あ りの あ りの あ りの あ り 方方方方 ～～～～    

講師  川邉 修作氏 

（認定カウンセラー） 

参加者 １６５名 

保幼保幼保幼保幼・・・・小小小小・・・・中連携中連携中連携中連携セミナーセミナーセミナーセミナー    

平成24 年8 月9 日（木） 

甲州市民文化会館 

＊＊＊＊小小小小グループでのグループでのグループでのグループでの話話話話しししし合合合合いいいい    

「「「「子子子子どものどものどものどもの環境移行環境移行環境移行環境移行へのへのへのへの支援支援支援支援」」」」

～～～～よりよいよりよいよりよいよりよい連携連携連携連携のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なこととはなこととはなこととはなこととは何何何何かかかか」」」」～～～～

講師  谷口 明子 氏 

（山梨大学大学院教授） 

参加者 89 名 

人権人権人権人権のためののためののためののための講演会講演会講演会講演会    

    平成24 年11 月22 日（木） 

いちのみや桃の里ふれあい文化館  

「「「「 共共共共 にににに 育育育育 ちちちち 合合合合 う こ とう こ とう こ とう こ と 」」」」    

～～～～インクルーシブインクルーシブインクルーシブインクルーシブ教育教育教育教育とととと人権人権人権人権～～～～    

講師  鳥海 順子 氏 

（山梨大学大学院教授） 

参加者 ８２名 


